
川崎市消防局からのお知らせ 

施設の実態調査を実施しています 

 社会福祉施設等で発生した火災を受けて、消防法令が改正され、社会福祉施設等の

用途区分や、スプリンクラー設備、自動火災報知設備等の消防用設備等の設置基準が

見直されました。

 今回の消防法令の改正により、新たに消防用設備等の設置が必要になる場合があり

ますので、川崎市消防局では、平成２７年４月以降、社会福祉施設に伺い、川崎市に

おける用途区分判定フロー（ 別紙１） 等により用途区分等を判定し、新たに消防用設

備等が必要な施設に対しては、その旨通知しております。

 つきましては、事前に利用者の要介護状態区分及び入居（ 宿泊） 状況が確認できる

資料を御用意していただきますようお願いいたします。また、施設によっては、施設

の平均的な状況の確認方法（ 別紙２） 又は用途確認書（ 別紙３） の提出をお願いする

場合がありますので、御協力いただきますようお願いいたします。既に調査実施済み

の施設におきましても、最新の情報を把握するため、再度調査を実施しておりますの

で、引き続き御協力をお願いいたします。

 なお、川崎市における用途判定基準のため、他の自治体の判定と異なる場合があり

ます。

消防機関へ通報する
火災報知設備の基準

スプリンクラー設備
設置基準

平成３０年
３月３１日
まで

平成３０年
３月３１日
まで

・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備
・避難器具 等

　社会福祉施設等が、消防法上どの用途
に区分されるかにより、設置しなければな
らない消防用設備等が異なります。

・消火器
・誘導灯 等

新たに必要となる
消防用設備等

見直される内容

既存建物の
猶予期間

平成２８年
３月３１日
まで

用途区分

平成２７年４月１日
改正法令施行

自動火災報知設備
設置基準

見直された内容
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別紙１

４

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

小規模多機能型居宅介護事業施設

その他これらに類する施設 ２

軽費老人ホーム

有料老人ホーム

その他これらに類する施設 ２

川崎市における用途区分判定フロー

はい

はい

はい

避難が困難な要介護者（要

介護状態区分３以上の者）

を入居させている。

避難が困難な要介護者（要

介護状態区分３以上の者）

を宿泊させている。

避難が困難な要介護者の

割合が、施設全体の定員

の半数以上である。 ３
宿泊サービスを利用する

避難が困難な要介護者の

割合が、宿泊サービス利用

者全体の半数以上である。

３

利用者の要介護の状態等を

把握することが困難である。

複数の要介護者に対する

宿泊サービスを月５日以

上行っている。 ５

はい

はい

はい

１ 川崎市における用途判定基準のため、他の自治体の判定と異なる場合があります。

３ 宿泊の状況等について、利用者が比較的短期間に入れ替わる等の事情により用途が定まらない場合

（小規模多機能型居宅介護事業施設、複合型サービス施設、お泊りディサービスを行う施設等）には、施設

の平均的な状況として３ヶ月間の実績を確認した上で、避難が困難な要介護者を主として入居又は宿泊さ

せているかを判定（別紙２参照）

５ 宿泊の状況について、利用者が比較的短期間に入れ替わる等の事情により用途が定まらない場合には、

施設の定常的な状況として３ヶ月間の実績を確認した上で、複数の要介護者に対して宿泊サービスを提供

した日が、３ヶ月間において１５日以上である場合に、令別表第１（６）項ロ(1)として判定

はい

入居施設 宿泊施設

２ 「その他これらに類する施設」とは、老人に対して業として入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練又は

看護若しくは療養上の管理その他の医療を提供する施設

４

４ 入居又は宿泊の状況について、別紙３により提出

１

６ 建物構造等により、設置が免除される場合があります。
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別紙２

１　宿泊の状況（ 凡例）
　　　　 　　： 要介護状態区分３未満の者
　　　　 　　： 要介護状態区分３以上の者（ 避難が困難な要介護者）
　　宿泊なし： 宿泊サービスの提供がなかった日

２　割合欄： 宿泊サービス利用者全体における、避難が困難な要介護者の割合

入居・ 宿泊の平均的な状況は、３箇月間の利用状況におい
て確認しますので、利用者の要介護状態区分及び宿泊状況が
わかる資料をご用意ください。

施設の平均的な状況の確認方法

高齢者施設における宿泊の平均的な状況の例

4/4 0/12/3 1/1 0/0 0/4 2/2 1/5

1098

宿
泊
な
し

2 3 4 5日 1

宿
泊
の
状
況

１

0/21/3割合
２

6 7 90……

2/4……

……
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別紙３

第１号様式                         年  月  日

用途確認書（ 高齢者施設）

 消防法施行令（ 昭和３６年政令第３７号。以下「 令」 という。） 別表第１（ ６） 項

ハ(1)に掲げる防火対象物とされた際の状況は次のとおりです。

チェック欄 施設種別 入居又は宿泊の状況

軽費老人ホーム
入居の状況

Ａ： 要介護状態区分が３以上の者の数（    人）

Ｂ： 施設全体の定員数（    人）

判定 Ａ/Ｂ＜０．５
有料老人ホーム

小規模多機能型居宅

介護事業を行う施設

宿泊の状況

Ａ：宿泊サービスを利用する要介護状態区分が３以上

の者の数（    人）

Ｂ： 宿泊サービス利用者全体の数（    人）

判定 Ａ/Ｂ＜０．５

その他これらに類す

るものとして総務省

令で定めるもの

（ 令別表第１（ ６）

項ハ(1)に掲げるも

のに限る。）

入居の状況

Ａ： 要介護状態区分が３以上の者の数（    人）

Ｂ： 施設全体の定員数（    人）

宿泊の状況

Ａ：宿泊サービスを利用する要介護状態区分が３以上

の者の数（    人）

Ｂ： 宿泊サービス利用者全体の数（    人）

判定 Ａ/Ｂ＜０．５

 上記の状況について、施設の実態と相違ありません。

            事業所名称

              所在地

             職・ 氏名

               電話     （       ）

（ 備考） １  この書類は、令別表第１（ ６） 項ハ(1)となる場合に提出してく ださい。

    ２  該当する施設種別のチェック欄にレ点を記入してください。

    ３  施設の管理等について責任的立場にある者が署名してください。
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－川崎市消防局からのお知らせ－

寝たばこは絶対にしない！ コンロから離れる時は
必ず火を消す！

ストーブの周りに
燃えやすい物を置かない！

電気コード・ コンセントは
タコ足配線をしない！

川崎市消防局

イメージキャラクター

太助
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川崎市消防局 予防部予防課
住所 川崎市川崎区南町２０－７ ０ ４ ４－２ ２ ３－２７ ０ ３

火事を早く周りに知らせる

「 住宅用火災警報器」 を

設置してください。

川崎市消防局

イメージキャラクター

太助

電池切れの場合は、経年劣

化も考えられますので、本体

を交換することをお勧めしま

す。

台所は
火災の早期発見

寝室は
睡眠中の安全など

階段は
煙と炎の通り道

階段は上階に

寝室がある場合、

上部に設置。

平成２３年６月１日から消防法及び条例により、全ての住宅

に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。

設置場所

燃え広がりを防ぐため、
燃えにくい「 防炎品」 の
使用をお勧めします。

早期に消火して
被害を最小限に、
おさえることの
できる、
「 住宅用消火器」
を備えましょう。

消防署や市町村が、

直接、訪問販売をする

ことはありません。

また、不適正な価格

（ 市場価格を超える高

額な価格） による販売

を行う業者に、ご注意

ください。
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消防用設備等が適正に設置されていないと、火災時に利用者の
安全を確保することができなくなってしまいます。消防職員が立
入検査で確認した場合は、消防法令違反として指導・公表の対象
となりますので、施設の円滑な運営のためにも管轄消防署で事前
に相談していただくようお願いいたします。特に一般住宅を社会
福祉施設に改装する場合は、十分御注意ください。
また、建物構造等が福祉施設に適合するものであるか、計画段
階で建築士等に確認するようお願いします。
〔消防に関するお問い合わせ先〕

消防署 管轄のエリア 住所 電話番号 

臨港消防署予防係 川崎区 
※詳細の区域はお電話
にてご確認ください。 

川崎区池上新町3-1-5 (代) 044(299)0119 

川崎消防署予防係 川崎区南町20-7 (代) 044(223)0119 

幸消防署予防係 幸区 幸区戸手2-12-1 (代) 044(511)0119 

中原消防署予防係 中原区 中原区新丸子東3-1175-1 (代) 044(411)0119 

高津消防署予防係 高津区 高津区二子5-14-5 (代) 044(811)0119 

宮前消防署予防係 宮前区 宮前区宮前平2-20-4 (代) 044(852)0119 

多摩消防署予防係 多摩区 多摩区枡形2-6-1 (代) 044(933)0119 

麻生消防署予防係 麻生区 麻生区万福寺1-5-4 (代) 044(951)0119 

〔建築に関するお問い合わせ先〕 

まちづくり局指導部建築指導課建築監察担当 電話０４４（２００）３００８ 

既存の建物内で、新たに社会福祉施設を
開設する場合、その建物に消防用設備等の
追加設置が必要となる場合があります。 
また、建物によっては、構造等が社会福
祉施設として適当でない場合があります。
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川川 崎崎 市市 消消 防防 局局
おお問問いい合合わわせせはは、、川川崎崎市市消消防防局局予予防防部部査査察察課課又又はは最最寄寄りりのの消消防防署署予予防防課課ままでで

川崎市消防局イメージキャラクター 太助

公表制度とは 

建物を利用しようとする者が、建物の防火 

に係る安全性の情報を入手し、利用を判断 

できるよう、消防関係法令に重大な違反の 

ある建物等を公表する制度です。 

公表制度とは 公表対象となる建物は 

劇場、遊技場、飲食店、百貨店、旅館、病

院、老人ホームなど不特定多数の人が出

入りする建物 
※ 消防法施行令別表第１（１）項から（４）項まで、（５）

項イ、（６）項、（９）項イ、（１６）項イ、（１６の２）項及び

（１６の３）項に掲げる建物 

公表方法と公表内容は 

●公表方法 

川崎市ホームページ 
（ http://www.city.kawasaki.jp/840/

page/0000059518.html） 

●公表内容 

建物名称、所在地、違反の内容 

公表対象となる違反は 

屋内消火栓設備、スプリンクラー設備又は

自動火災報知設備が未設置の場合 

消消防防関関係係法法令令にに重重大大なな違違反反ののああるる建建物物やや

店店舗舗にに関関すするる情情報報がが、、

平平成成２２６６年年１１００月月１１日日かからら

川川崎崎市市ホホーームムペペーージジでで確確認認ででききまますす。。
※※ 違違反反対対象象物物一一覧覧ののペペーージジ

hhttttpp::////wwwwww..cciittyy..kkaawwaassaakkii..jjpp//884400//ppaaggee//00000000005599551188..hhttmmll
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公公 表表 まま でで のの 流流 れれ

立立入入検検査査

検検査査結結果果

のの通通知知

公公 表表

問合せ先

川崎市消防局予防部査察課

電話 ０４４－２２３－２７５３

公公表表のの通通知知

立立入入検検査査のの結結果果をを通通知知ししたた日日かからら１１４４日日をを経経過過ししたた日日ににおおいいてて、、なな

おお、、当当該該立立入入検検査査のの結結果果とと同同一一のの違違反反のの内内容容がが認認めめらられれるる場場合合

消消防防職職員員がが立立入入検検査査をを実実施施しし、、公公表表対対象象

ととななるる違違反反（（※※））をを確確認認
※※ 屋屋内内消消火火栓栓設設備備、、ススププリリンンククララーー設設備備又又はは自自動動

火火災災報報知知設設備備のの未未設設置置

立立入入検検査査のの結結果果をを通通知知（（防防火火対対象象物物立立入入

検検査査結結果果通通知知票票のの交交付付））

公公表表予予定定のの建建物物関関係係者者にに公公表表すするる事事項項、、

公公表表方方法法、、公公表表予予定定日日をを通通知知（（公公表表通通知知

書書のの交交付付))

川川崎崎市市ホホーームムペペーージジでで建建物物名名称称、、所所在在

地地、、違違反反のの内内容容をを公公表表
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